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７
月
７
日（
水
）、
神
町
駐

屯
地
に
お
い
て
山
形
地
方
協

力
本
部
が
実
施
す
る
「
総
合

的
な
学
習
の
時
間
に
お
け
る

職
場
体
験
」に
協
力
し
た
。

職
場
体
験
に
は
、
新
庄
神

室
産
業
高
校
真
室
川
校
か
ら

１
名
、
新
庄
南
高
校
金
山
校

か
ら
１
名
、
新
庄
北
高
校
最

上
校
か
ら
４
名
、
庄
内
農
業

高
校
か
ら
１
名
、
鶴
岡
工
業

高
校
か
ら
４
名
、
村
山
市
立

楯
岡
中
学
校
か
ら
９
名
、
金

山
町
立
金
山
中
学
校
か
ら
１

名
、
大
江
町
立
大
江
中
学
校

か
ら
８
名
、
計
29
名
の
生
徒

が
参
加
、
連
隊
広
報
室
が
担

当
し
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
の
課
目

を
実
施
し
た
。

実
施
間
、
時
折
笑
い
が

起
き
る
賑
や
か
な
雰
囲
気
の

中
、参
加
し
た
生
徒
た
ち
は
、

訓
練
を
担
当
し
て
い
る
隊
員

に
質
問
し
た
り
、
他
の
学
校

の
生
徒
と
交
流
を

深
め
た
り
と
、
楽

し
く
興
味
を
持
ち

な
が
ら
自
衛
隊
の

訓
練
を
体
験
し
た
。

生
徒
た
ち
は
「
自

衛
隊
の
訓
練
楽
し

か
っ
た
」「
今
度
は

違
う
訓
練
も
体
験

し
て
み
た
い
」と
コ

メ
ン
ト
し
、
自
衛

官
と
い
う
職
業
に

興
味
を
示
し
て
い

た
。

「総合的な学習の「総合的な学習の
時間における時間における
職場体験」に協力職場体験」に協力

元気溌剌と真剣に職場体験元気溌剌と真剣に職場体験

７
月
８
日（
木
）か
ら
15
日（
木
）ま
で
の

間
、
北
富
士
演
習
場（
山
梨
県
）に
お
い
て

富
士
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
Ｆ
Ｔ
Ｃ
）が
実
施

す
る
「
令
和
３
年
度
富
士
訓
練
セ
ン
タ
ー

第
４
次
運
営
」に
第
３
中
隊（
中
隊
長

：

髙

井
３
佐
）が
参
加
し
た
。

本
訓
練
に
は
東
北
方
面
特
科
連
隊
第
５

中
隊
、
第
22
即
応
機
動
連
隊
第
１
機
動
戦

車
中
隊
、
第
６
後
方
支
援
連
隊
第
１
普
通

科
直
接
支
援
中
隊
、
第
６
施
設
大
隊
第
１

中
隊
の
配
属

を
受
け
、
防

御
に
任
ず
る

増
強
第
３
中

隊
と
し
て
部

隊
訓
練
評

価
隊
に
挑
ん

だ
。第

３
中
隊

は
事
前
訓
練

と
し
て
白
河

布
引
山
演
習

場
に
お
い
て
、
５
月
23
日（
日
）か
ら
28
日

（
金
）の
５
夜
６
日
に
わ
た
り
陣
地
防
御
の

練
成
訓
練
を
実
施
し
た
ほ
か
、
７
月
２
日

（
金
）に
は
駐
屯
地
営
庭
に
お
い
て
戦
闘
指

導
・
予
行
を
行
い
、
訓
練
参
加
部
隊
に
対

し
て
細
部
に
わ
た
る
作
戦
構
想
の
徹
底
を

行
い
万
全
な
態
勢
を
確
立
さ
せ
た
。

９
日（
金
）早
朝
、
粛
々
と
雨
が
降
り
し

き
る
状
況
の
中
、
第
３
中
隊
主
力
は
車
両

に
よ
り
梯
隊
を
組
み
、
神
町
駐
屯
地
を
出

発
し
た
。
操
縦
手
及
び
車
長
は
相
互
に
連

携
を
取
り
合
い
、
時
間
に
し
て
７
時
間
、

約
３
６
０
km
の
経
路
を
安
全
か
つ
確
実
に

車
両
行
進
を
実
施
し
、
北
富
士
演
習
場
に

部
隊
を
集
結
さ
せ
た
。

10
日（
土
）は
、
交
戦
戦
闘
装
置
の
受
領

及
び
初
期
設
定
を
整
斉
と
実
施
し
た
後
、

戦
闘
指
導
を
行
い
、
我
の
戦
闘
力
を
遺
憾

な
く
発
揮
す
る
た
め
一
隊
員
に
至
る
ま
で

各
部
隊
の
任
務
や
行
動
に
つ
い
て
、
理
解

の
確
認
を
含
め
、
あ
ら
ゆ
る
状
況
に
対
処

で
き
る
よ
う
戦
闘
準
備
を
完
整
さ
せ
た
。

11
日（
日
）

に
は
編
成
完

結
式
が
行
わ

れ
、
第
３
中

隊
長
は
要
望

事
項
を
「
敵

を
倒
し
て
生

き
残
れ
」と
明

示
し
、
訓
示

で
は
「
長
く
て

苦
し
い
戦
い

に
な
る
か
も

し
れ
な
い
が
、

一
人
一
人
が

困
難
な
状
況

に
打
ち
勝
て
。
全
隊
員
の
奮
闘
に
期

待
す
る
。」と
力
強
く
述
べ
、
隊
員
ら

を
鼓
舞
し
た
。　

編
成
完
結
式
終
了
後
、
各
部
隊
は
、

速
や
か
に
戦
闘
地
域
へ
前
進
し
て
、

防
御
準
備
に
移
行
し
、
広
大
な
戦
場

監
視
網
を
構
成
す
る
と
と
も
に
、
掩

蓋
材
を
適
切
に
使
用
し
た
陣
地
構
築
、

鉄
条
網
や
地
雷
、
指
向
性
散
弾
な
ど

火
力
発
揮
を
促
進
す
る
障
害
構
成
に

真
摯
に
取
り
組
ん
で
い
た
。
訓
練
間
、

真
夏
の
日
差
し
、
雨
、
雷
、
霧
な
ど

目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
天
候
の
中

昼
夜
を
問
わ
ず
、
困
難
に
負
け
る
こ

と
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
が
与
え
ら
れ
た

任
務
に
邁
進
し
、
最
後
の
最
後
ま
で

諦
め
る
こ
と
な
く
作
戦
を
遂
行
し
続

け
た
。

15
日（
木
）に
は
富
士
訓
練
セ
ン

タ
ー
が
主
催
す
る
研
究
会
に
参
加
し
、
戦

闘
結
果
か
ら
分
析
及
び
評
価
を
行
い
、
多

く
の
教
訓
事
項
を
得
る
こ
と
が
出
来
た
。

連
隊
は
10
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
戦
闘
団

訓
練
検
閲
に
向
け
、
更
な
る
練
度
向
上
を

図
っ
て
い
く
。

７
月
31
日（
土
）、
最
上
広
域
交
流

セ
ン
タ
ー
ゆ
め
り
あ
に
お
い
て
、
新
庄

警
察
署
と
自
衛
隊
山
形
地
方
協
力
本

部
新
庄
地
域
事
務
所
が
合
同
で
実
施
す

る「
合
同
職
場
説
明
会
」に
協
力
し
、
リ

ク
ル
ー
タ
と
し
て
第
２
中
隊　

加
藤
士

長
、
伊
藤
１
士
の
２
名
が
参
加
し
た
。

リ
ク
ル
ー
タ
の
２
名
は
会
場
に
訪
れ

た
25
名（
対
象
者
の
保
護
者
含
む
）の
参

加
者
に
対
し
、
自
衛
官
採
用
試
験
や
制

度
、
自
衛
隊
の
訓
練
や
営
内
生
活
に
つ

い
て
、
ス
ラ
イ
ド
を
活
用
し
て
説
明
を

行
っ
た
。
ま
た
、
衛
生
器
材
及
び
人
命

救
助
セ
ッ
ト
の
展
示
説
明
を
実
施
し
、

装
備
品
の
使
用
用
途
や
取
扱
い
に
つ
い

て
説
明
し
た
ほ
か
、
参
加
者
は
実
際
に

人
命
救
助
セ
ッ
ト
を
背
負
っ
て
重
量
な

ど
を
体
験
し
て
い
た
。

参
加
者
た
ち
は
、
隊
員
の
凛
と
し
た

姿
に
目
を
輝
か
せ
つ
つ
、「
一
般
陸
曹

候
補
生
と
自
衛
官
候
補
生
の
違
い
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。」

「
普
段
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
自
衛

隊
の
装
備
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
て
楽

し
か
っ
た
。」と
コ
メ
ン
ト
し
、
自
衛
隊

に
関
心
を
寄
せ
て
い
た
。

スライドを活用し自衛隊について説明スライドを活用し自衛隊について説明

真剣に課目に取り組む生徒たち真剣に課目に取り組む生徒たち

自衛隊における自衛隊における
ロープの使用方法を展示ロープの使用方法を展示

参加者の質問に対し真摯に対応参加者の質問に対し真摯に対応

増強第３中隊　富士に挑む増強第３中隊　富士に挑む

「「令和３年度令和３年度富士訓練センター富士訓練センター

第４次運営」に参加第４次運営」に参加

役
職　

小
銃
小
隊
長

階
級　

３
尉

名
前　

吉
田　

正
人

　所 見　　小銃小隊長として、主戦闘地域の
防御を命ぜられたが、状況終了時、残存し
た小隊員は自分と通信手の２名のみだった。
この結果を真摯に受け止め、如何にして残
存して戦闘するかを、隊員一人ひとりが考
え事後の訓練に反映させたい。

役
職　

小
銃
手　

階
級　

士
長

名
前　

佐
藤　

和
輝

　所 見　　初めてのFTC訓練参加でしたが、
分隊長の指揮下に入り迅速に陣地構築をす
ることができ、与えられた任務に邁進でき
ました。引き続き、戦闘団訓練検閲に向け
て頑張りたいです。

白河布引山演習場に白河布引山演習場に

おいて練成訓練おいて練成訓練

役
職　

01
Ａ
Ｔ
Ｍ
手

階
級　

３
曹

名
前　

菅　

拓
磨

　所 見　　訓練を通して、指揮の継承と状況
判断能力が重要であると感じました。状況
終了時まで戦い抜くことはできたが、どち
らの能力も不足していると感じました。今
回の経験を生かしつつ日々練成を重ねてい
きます。

新庄で新庄で
リクルータがリクルータが

活躍活躍

本番を想定した訓練本番を想定した訓練

訓練後の研究会に参加訓練後の研究会に参加

連隊長が現地指導連隊長が現地指導

戦闘指導・予行で作戦企図の徹底を図る戦闘指導・予行で作戦企図の徹底を図る

「新隊員特技課程」「新隊員特技課程」

訓
練
所
見



令
和
３
年
度
前
期
定
期
異
動
に
よ
り
32
名
が
転

出
、
19
名
が
新
戦
力
と
し
て
転
入
し
た
。

７
月
30
日（
金
）、
営
庭
に
お
い
て
転
出
者
紹
介

行
事
が
行
わ
れ
、
転
出
者
を
代
表
し
て
第
３
中
隊

長（
高
井
３
佐
）が
「
伝
統
あ
る
20
連
隊
で
勤
務
で

き
た
こ
と
に
誇
り
を
持
ち
、
新
任
地
で
も
一
生
懸

命
に
頑
張
り
ま
す
。」と
挨
拶
し
た
。
引
き
続
き
見

送
り
が
行
わ
れ
、
転
出
者
は
同
僚
た
ち
と
言
葉
を

交
わ
し
、
別
れ
を
惜
し
み
つ
つ
も
、
決
意
新
た
に

20
連
隊
を
後
に
し
た
。

８
月
６
日（
金
）に
は
営
庭
に
お
い
て
転
入
者
紹

介
行
事
が
行
わ
れ
た
。
行
事
は
転
入
者
が
自
己
紹

介
を
し
た
後
、
第
３
中
隊
長（
丸
山
３
佐
）が
転
入

者
を
代
表
し
て
挨
拶
を
行
っ
た
。
転
入
者
の
中
に

は
、
初
め
て
20
連
隊
で
勤
務
す
る
隊
員
も
お
り
、

緊
張
し
た
様
子
だ
っ
た
が
、
連
隊
の
隊
員
に
温
か

く
迎
え
ら
れ
、
安
堵
の
笑
み
を
浮
か
べ
る
場
面
も

見
受
け
ら
れ
た
。

引
き
続
き
、
連
隊
教
場
に
お
い
て
新
着
任
者
教

育
が
行
わ
れ
、
連
隊
幕
僚
等
よ
り
所
掌
の
事
項
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
20
連
隊
に
つ
い
て
の
認
識

を
深
め
た
。
参
加
し
た
隊
員
は
少
し
で
も
早
く
、

部
隊
に
慣
れ
る
た
め
に
真
剣
な
表
情
で
耳
を
傾
け

て
い
た
。

新
隊
員
教
育
隊（
教
育
隊
長

：

浅

野
２
佐
）は
、
７
月
５
日（
月
）か
ら

新
隊
員
特
技
課
程
及
び
第
17
期
一
般

陸
曹
候
補
生
課
程
後
期
教
育
を
開
始

し
、
９
月
中
旬
に
新
隊
員
を
そ
れ
ぞ

れ
の
中
隊
に
送
り
だ
せ
る
よ
う
日
々

訓
練
に
励
ん
で
い
る
。

７
月
13
日（
火
）、
神
町
駐
屯
地

営
庭
に
お
い
て
体
力
検
定
が
行
わ

れ
、
新
隊
員
た
ち
は
自
身
の
持
つ
記

録
を
更
新
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
に
、

一
生
懸
命
に
挑
戦
し
て
い
た
。
特
に

３
０
０
０
ｍ
走
の
出
走
時
に
は
、
区

隊
ご
と
に
「
軽
火
器
行
く
ぞ
！
」「
暑

さ
に
負
け
ず
に
走
り
切
る
ぞ
！
」な

ど
力
強
い
掛
け
声
が
飛
び
交
い
、
若

く
活
気
に
溢
れ
る
姿
が
印
象
的
で
あ

っ
た
。

７
月
27
日（
火
）に
は
大
高
根
演
習

場
に
お
い
て
軽
火
器
区
隊
は
掩
体
構

築
を
、
迫
撃
砲
区
隊
は
１
２
０
Ｍ
・

81
Ｍ
迫
撃
砲
の
縮
射
弾
射
撃
を
行

い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
技
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
基
礎
的
事
項
の
修
得
を
図

っ
た
。

今
後
、
９
月
１
日（
水
）２
日（
木
）

に
は
神
町
駐
屯
地
に
お
い
て
訓
練
評

価
、
４
日（
土
）５
日（
日
）に
は
王
城

寺
原
演
習
場
に
お
い
て
射
撃
野
営
、

９
日（
木
）10
日（
金
）に
は
西
・
東
訓

練
場
に
お
い
て
総
合
訓
練（
35
ｋｍ
徒

歩
行
進
訓
練
、
陣
地
攻
撃
）が
予
定

さ
れ
て
お
り
、
新
隊
員
た
ち
は
普
通

科
隊
員
と
し
て
の
基
礎
を
確
立
す
る

た
め
日
々
精
進
し
て
い
る
。

令和3年度（前期）転出入者

【転出】（幹部:5名　准曹:27名）

【転入】（幹部:3名　准曹士:16名）

連隊内異動

連隊本部 １尉 後藤　忠征 第１師団司令部（練馬）　

　　　同 １尉 大須賀岳実 高等工科学校（武山）　　

　　　同 ３尉 小松　奈央 東北方面警務隊（仙台）　

本部管理中隊 准尉 荒井　建一 神町駐屯地業務隊　　　　

　　　同 １曹 山口　朋也 第２陸曹教育隊（仙台）　

　　　同 ２曹 平山　英二 普通科教導連隊（滝ヶ原）

　　　同 ２曹 工藤　善久 衛生教導隊（三宿）　　　

　　　同 ２曹 宮城　邦彦 第26普通科連隊（留萌）  

　　　同 ２曹 大場　博光 富士学校（富士）　　　　

　　　同 ２曹 松田　　稔 第６師団司令部付隊　　　

　　　同 ２曹 真壁　英之 第６飛行隊　　　　　 　　

　　　同 ２曹 高橋　尚幸 第６師団司令部付隊　　　 

　　　同 ２曹 横田千香子 山形地方協力本部　  　　  

　　　同 ３曹 寒河江将正 北部方面対舟艇対戦車隊（倶知安）

　　　同 ３曹 熊坂　純一 北部方面対舟艇対戦車隊（倶知安）

第１中隊 曹長 赤平　裕司 山形地方協力本部　　　　 

　　　同 １曹 小野　平和 神町駐屯地業務隊　　　 　

　　　同 ３曹 長嶋　茂樹 部隊訓練評価隊（滝ヶ原） 

　　　同 ３曹 齊藤　　優 第14普通科連隊（金沢）   

　　　同 ３曹 安藤　博成 第11普通科連隊（東千歳）

　　　同 ３曹 伊藤　隆久 第６師団司令部付隊 　　　

第２中隊 １曹 長南　　俊 山形地方協力本部　　　　 

　　　同 ３曹 昆布谷千尋 中央即応連隊（宇都宮）　 

　　　同 ３曹 大沼　二大 対馬警備隊（対馬）　　　 

　　　同 ３曹 吉田　利幸 第６師団司令部付隊　　　 

　　　同 ３曹 伊藤　裕也 第123地区警務隊（青森） 

第３中隊 ３佐 高井　良輔 第15旅団司令部（那覇）   

　　　同 曹長 伊藤　幸郎 山形地方協力本部　　　　 

第４中隊 １尉 吉岡　寛幸 第28普通科連隊（函館）   

　　　同 曹長 佐藤光太郎 山形地方協力本部     　　  

　　　同 ３曹 佐藤　勇輝 第18普通科連隊（真駒内）

重迫撃砲中隊 ３曹 柴田　智広 中央即応連隊（宇都宮）　 

本部管理中隊 准尉 脇　　義行 航空学校（北宇都宮）　　　　

　　　同 曹長 大沼　博文 山形地方協力本部　　　　　

　　　同 曹長 林　　茂泰 第６飛行隊　　　　　　　　

　　　同 １曹 庄司　英則 諸職種協同センター（富士）

　　　同 ２曹 仲野正登志 富士教導団本部付隊（富士）

　　　同 ３曹 高橋　信尋 普通科教導連隊（滝ヶ原）　

　　　同 ３曹 天間　捷葵 第６後方支援連隊　　　　　

第１中隊 准尉 丹野　優一 山形地方協力本部　　　　　

　　　同 ２曹 叶　　優樹 第119教育大隊（多賀城）　

第２中隊 １尉 天間　直哉 第１師団司令部（練馬）　　

　　　同 准尉 白田　信幸 第119教育大隊（多賀城）

　　　同 １曹 櫻井　春樹 神町駐屯地業務隊　　　　

　　　同 ２曹 中里　光弘 第25普通科連隊（遠軽）  

第３中隊 ３佐 丸山　真弥 第６師団司令部　　　　　

　　　同 ２曹 新関　雅士 普通科教導連隊（滝ヶ原）

　　　同 ２曹 奥山　幸介 第18普通科連隊（真駒内）

　　　同 １士 佐藤　風河 第39普通科連隊（弘前）  

第４中隊 １尉 石井　陽介 北海道補給処（島松）　　

重迫撃砲中隊 １曹 星　　守人 普通科教導連隊（滝ヶ原）

連隊本部へ ３佐 久我谷朋宏 第２中隊　　

　　　同 １尉 吉村　雄太 第１中隊　　

　　　同 ２尉 長南　秀彦 本部管理中隊

本部管理中隊へ ３尉 長谷川裕司 第３中隊　　

　　　同 准尉 秋葉　秀正 重迫撃砲中隊

　　　同 １曹 高橋　正憲 第２中隊　　

　　　同 ２曹 荒井　　仁 第３中隊　　

　　　同 ２曹 原　　　崇 重迫撃砲中隊

第２中隊へ 准尉 安食　恵吾 本部管理中隊

　　　同 准尉 後藤　信幸 本部管理中隊

第４中隊へ ３尉 横山　良平 連隊本部　　

　　　同 曹長 髙橋　幸一 本部管理中隊

令和3年度令和3年度
前期定期異動前期定期異動

　中　隊　　  階級　  名　　前　　　    　　転出先 　中　隊　　  階級　  名　　前　　　    　　転出先 　中　隊　　  階級　  名　　前　　　    　　転出先

　中　隊　　  階級　  名　　前　　　    　　前部隊 　中　隊　　  階級　  名　　前　　　    　 前部隊

　中　隊　　  階級　  名　　前　　　 前中隊

全国各地へ転出全国各地へ転出
19名の新戦力が加入19名の新戦力が加入

転入者代表挨拶（第３中隊長：丸山３佐）転入者代表挨拶（第３中隊長：丸山３佐）

新着任者教育新着任者教育

見送り見送り

相互に敬礼相互に敬礼

【第２中隊長】

天
てん ま

間　直
なお や

哉
１等陸尉

・年　　齢　41歳
・趣　　味
　映画鑑賞、熱帯魚観賞、
　ランニング
・モットー
　初志貫徹
・前 部 隊
　第１師団司令部

新着任指揮官・幕僚紹介

「新隊員特技課程」「新隊員特技課程」
暑さに負けず日々奮闘暑さに負けず日々奮闘

81Ｍ迫撃砲81Ｍ迫撃砲120Ｍ迫撃砲120Ｍ迫撃砲

構築した掩体を研修（軽火器）構築した掩体を研修（軽火器）

3,000ｍ走3,000ｍ走

超壕超壕

【第３中隊長】

丸
まるやま

山　真
しん や

弥
３等陸佐

・年　　齢　43歳
・趣　　味
　読書、英語学習、
　スーパーの特売めぐり
・モットー
　酒は上手に飲む
・前 部 隊
　第６師団司令部

【第１科長】

久
く が や

我谷　朋
ともひろ

宏
3 等陸佐

・年　　齢　45歳
・趣　　味
　ゴルフ
・モットー
　「万里一空」
・前 部 隊
　連隊　第２中隊長

縮射弾射撃を実施縮射弾射撃を実施

転出者紹介行事転出者紹介行事

体力
検定



７
月
２
日（
金
）か
ら
７
月
25
日（
日
）

ま
で
の
間
、
神
町
駐
屯
地
に
お
い
て
「
令

和
３
年
度
防
衛
大
学
校
夏
季
定
期
訓
練

第
３
学
年
部
隊
実
習
」に
協
力
し
、
第
１

中
隊（
中
隊
長：

野
村
３
佐
）が
担
任
し
た
。

防
衛
大
学
校
か
ら
は
男
性
６
名
、
女
性

５
名
、
計
11
名
の
陸
上
要
員
の
学
生
が
参
加
し
、
地
図
判

読
、
格
闘
訓
練
、
小
隊
防
御
訓
練
や
広
帯
域
多
目
的
無
線

機
の
取
り
扱
い
、
機
関
銃
実
弾
射
撃
及
び
特
殊
武
器
防
護

訓
練
を
実
施
し
た
。

着
隊
当
初
、
学
生
た
ち
は
初
め
て
の
部
隊
に
緊
張
し
た

表
情
を
浮
か
べ
て
い
た
が
、
実
習
が
始
ま
る
と
真
剣
な
眼

差
し
で
各
種
訓
練
に
臨
ん
で
い
た
。
積
極
的
に
質
問
を
し

て
理
解
を
深
め
よ
う
と
す
る
一
生
懸
命
な
姿
か
ら
は
、
未

来
の
幹
部
自
衛
官
と
し
て
の
資
質
が
感
じ
ら
れ
た
。

ま
た
幹
部
自
衛
官
に
な
れ
ば
経
験
す
る
機
会
が
少
な
い

営
内
生
活
を
体
験
し
、
娯
楽
室
に
お
い
て
曹
士
の
隊
員
と

の
会
話
で
盛
り
上
が
る
な
ど
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で

充
実
感
あ
る
営
内
生
活
を
過
ご
す
と
と
も
に
、
営
内
に
お

け
る
規
律
の
維
持
の
大
切
さ
な
ど
を
感
じ
取
っ
て
い
た
。

学
生
た
ち
は
部
隊
実
習
を
通
し
て
、
幹
部
自
衛
官
の
地

位
・
役
割
及
び
部
隊
の
実
状
を
体
験
し
、
必
要
な
知
識
・

技
能
を
向
上
さ
せ
た
。

名
前　

古
谷　

恒
喜

出
身　

山
形
県　

山
形
市

名
前　

八
木　

奎
都

出
身　

宮
城
県　

仙
台
市

　所 見　　私は部隊実習を通して、隊員の温
かさを感じることができました。訓練、営内
生活を問わず相手のことを思いやり行動して
いることが実感でき、その温かさが部隊の強
さに繋がっているのだと感じました。短い期
間でしたが担当して下さった隊員の皆様、あ
りがとうございました。

　所 見　　地図判読や防御訓練では実際に演
習場に行き、地図と地形を照らし合わせな
がら歩いたり、掩体を構築したり、学校で
は出来ない訓練を体験することができ、と
ても良い経験になりました。温かく迎えて
下さった部隊の皆様本当にありがとうござ
いました。

部
隊
実
習
を
終
え
て

連隊長と懇談連隊長と懇談

未来の指揮官たち
20連隊で学ぶ

「「令和3年度令和3年度
  防衛大学校夏季定期訓練防衛大学校夏季定期訓練
第３学年部隊実習」に協力第３学年部隊実習」に協力

格闘訓練格闘訓練

令
和
三
年
八
月
三
十
一
日
発
行
　
発
行
所
／
山
形
県
防
衛
協
会
　
印
刷
／
藤
庄
印
刷
株
式
会
社

増強第３中隊　富士に挑む増強第３中隊　富士に挑む

「「令和３年度令和３年度富士富士
訓練センター訓練センター
第４次運営」に参加第４次運営」に参加

７
月
26
日（
月
）、
神
町
駐
屯
地
に

お
い
て
「
令
和
３
年
度
連
隊
安
全
の

日
」に
伴
い
慰
霊
碑
参
拝
及
び
安
全

教
育
を
行
っ
た
。
本
来
、
連
隊
安
全

の
日
は
９
月
26
日
で
あ
る
が
今
年
は

令
和
３
年
度
陸
上
自
衛
隊
演
習
に
参

加
す
る
た
め
、
時
期
を
早
め
て
の
実

施
と
な
っ
た
。

慰
霊
碑
参
拝
に
は
各
中
隊
10
名
が

参
加
し
、
連
隊
所
属
の
殉
職
隊
員
に

対
し
て
黙
祷
を
捧
げ
、
第
１
科
長
が

安
全
教
育
を
行
っ
た
。
訓
示
に
お
い

て
連
隊
長（
荒
木
１
佐
）は
「
我
々
は

国
防
の
た
め
に
日
々
訓
練
を
重
ね
て

い
る
の
で
あ
り
、
訓
練
等
で
隊
員
の

大
切
な
命
を
失
っ
て
は
な
ら
な
い
。

各
級
指
揮
官
は
正
し
い
状
況
判
断
を

す
る
た
め
に
、
日
々
勉
強
し
適
切
な

識
能
を
も
っ
て
、
訓
練
事
故
の
絶
無

に
努
め
よ
。」と
述
べ
た
。
慰
霊
碑
参

拝
後
、
各
中
隊
計
画
で
安
全
管
理
教

育
及
び
安
全
点
検
を
実
施
し
、
訓
練

事
故
の
発
生
防
止
に
対
す
る
認
識
を

深
め
た
。

「
安
全
の
日
」は
、
過
去
に
20
連
隊

で
発
生
し
た
訓
練
事
故
を
風
化
さ
せ

る
こ
と
な
く
、
訓
練
事
故
を
未
然
に

防
止
す
る
と
と
も
に
自
己
及
び
同
僚

の
身
の
安
全
に
つ
い
て
啓
発
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
、
慰
霊

碑
の
22
柱
、
特
に
20
連
隊
の
５
柱
の

御
霊
を
追
悼
し
た
。

各種表彰
【令和３年度第２回前期方面総監表彰】

○第４級賞状
（隊員自主募集優秀部隊）
・第20普通科連隊

【７月警衛勤務優秀らっぱ手】
・重迫撃砲中隊　１士　　橋本　未句
（７日上番）
・第１中隊　　　３曹　　武田　　迅
（９日上番）
・本部管理中隊　３曹　　後藤　政樹
（19日上番）
・本部管理中隊　３曹　　山埼　将央
（29日上番）

・第２中隊
・間木野　睦　准尉
・7月28日付
・山形市在住

・重迫撃砲中隊
・鈴木　政幸　曹長
・8月4日付
・山形市在住

永年の勤務、
お疲れ様でした。

9月行事予定
・大高根青年修養道場記

念碑建立51周年記念祭

協力

・令和３年度新隊員特技

課程及び第17期一般陸

曹候補生課程後期教育

修了式

❶日（水）

�日（金）

・戦闘団訓練検閲練成訓練❹日（土）～❽日（水）

令和３年度陸上自衛隊演習中旬～１０月上旬

コンパスの使用方法を学ぶ
コンパスの使用方法を学ぶ

「「令和３年度 令和３年度 連隊安全の日」連隊安全の日」事故の事故の

絶無へ絶無へ

広
報
室
よ
り

お
知
ら
せ

令
和
３
年
度
前
期
定
期
異
動
に
よ

り
、
広
報
陸
曹　
横
田
千
香
子
２
曹
が

自
衛
隊
山
形
地
方
協
力
本
部
へ
異
動
と

な
り
、
新
た
に
富
士
学
校
諸
職
種
協
同

セ
ン
タ
ー
か
ら
庄
司
英
則
１
曹
が
広
報

陸
曹
に
上
番
し
ま
し
た
。

●
新
広
報
陸
曹

庄し
ょ
う
じ司　

英ひ
で
の
り則　

１
曹

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

・
出
身　

宮
城
県
栗
原
市

・
趣
味　

筋
ト
レ

・
モ
ッ
ト
ー

　
　
　

  

明
る
く
、
前
向
き
に

３
年
４
ヵ
月
ぶ
り
の
20
連
隊
で
、

さ
ら
に
初
め
て
の
広
報
室
勤
務
と

な
り
ま
す
。わ
か
ら
な
い
事
が
多
々

あ
り
ま
す
が
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

毎
月
、
広
報
紙
「
霞
城
」ご
愛
読
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

９
月
号
か
ら
11
月
号
に
つ
い
て
は
訓

練
の
関
係
上
、
編
集
に
遅
れ
が
生
じ
る

た
め
、
時
期
を
遅
ら
せ
て
発
行
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
何
卒
、
ご
理
解
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

挨　
拶

【
霞
城
発
行
の
時
期
に
つ
い
て
】

慰霊碑参拝慰霊碑参拝連隊本部が車両の安全点検を実施連隊本部が車両の安全点検を実施

連隊長自ら安全点検連隊長自ら安全点検


